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対談  自動運航船の未来
（国土交通省と海員組合の合同視察）
石巻市・長浜海岸で
子どもたちが地引網体験

2 面

3 面

　
自
動
運
航
実
証
実
験
船
「
げ
ん

ぶ
」
は
、
２
０
２
６
年
１
月
に
竣

工
し
た
新
造
船
で
、
全
長
１
３
４

メ
ー
ト
ル
、
総
ト
ン
数
５
６
８
９

ト
ン
、
６
９
６
Ｔ
Ｅ
Ｕ
積
み
（
７

０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
）
の
最
新
鋭
内
航

コ
ン
テ
ナ
船
。

　
東
京
港
か
ら
「
げ
ん
ぶ
」
に
乗

船
し
、
日
本
郵
船
株
式
会
社
の
船

ー
と
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る

ほ
か
「
げ
ん
ぶ
カ
フ
ェ
」
と
名
付

け
ら
れ
た
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
兼
娯
楽

室
、
イ
ン
ド
ア
ゴ
ル
フ
練
習
が
で

き
る
部
屋
な
ど
、
船
内
環
境
の
充

実
も
図
っ
て
い
る
。

　
「
げ
ん
ぶ
」
の
船
舶
管
理
と
配

乗
を
行
っ
て
い
る
株
式
会
社
イ
コ

ー
ズ
の
畝
河
内
毅
代
表
取
締
役
社

験
し
た
こ
と
と
、
乗
組
員
た
ち
の

声
も
取
り
入
れ
、
一
緒
に
造
り
上

げ
た
船
で
、
自
動
運
航
船
の
実
証

実
験
が
、
将
来
、
船
員
を
支
え
る

大
き
な
一
歩
に
な
る
と
期
待
し
協

力
し
て
い
る
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

自
動
運
航
実
証
実
験
の

よ
う
す

　
出
港
に
合
わ
せ
、
兵
庫
県
西
宮

市
の
古
野
電
気
株
式
会
社
本
社
に

あ
る
陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー
の
陸
上

監
視
者
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、

本
船
の
機
関
長
が
バ
ル
ブ
操
作
や

ポ
ン
プ
の
始
動
な
ど
を
行
い
、
ト

ラ
イ
エ
ン
ジ
ン
を
実
施
し
た
。

　
船
首
と
船
尾
に
は
そ
れ
ぞ
れ
乗

組
員
が
配
置
さ
れ
、
こ
ち
ら
は
通

常
の
船
舶
と
同
様
に
乗
組
員
が
ウ

イ
ン
ド
ラ
ス
の
操
作
を
行
っ
た
。

長
経
験
者
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
桑
原

悟
さ
ん
が
、
視
察
団
に
本
船
の
自

動
運
航
に
関
す
る
設
備
と
船
内
居

住
区
を
説
明
し
た
。
桑
原
さ
ん
は

株
式
会
社
日
本
海
洋
科
学
の
執
行

役
員
・
先
進
技
術
グ
ル
ー
プ
長
の

肩
書
を
持
つ
。

　
居
住
区
は
各
居
室
に
シ
ャ
ワ

長
か
ら
、
船
内
設
備
の
説
明
が
あ

り
「
全
乗
組
員
の
居
室
で
、
航
行

中
の
船
位
や
荷
役
の
進
捗
が
わ
か

る
よ
う
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
各

種
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

と
し
て
表
示
す
る
こ
と
で
、
居
室

か
ら
出
る
こ
と
な
く
次
の
当
直
に

備
え
休
息
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
身
が
船
員
と
し
て
乗
船
中
に
経

　
通
常
、
５
０
０
０
ト
ン
ク
ラ
ス

の
船
舶
の
出
入
港
時
、
船
橋
（
ブ

リ
ッ
ジ
）
で
は
船
長
の
他
、
２
名

程
度
が
配
置
に
就
く
。
し
か
し

「
げ
ん
ぶ
」
は
、
離
岸
時
に
船
長
が

船
橋
の
ウ
イ
ン
グ
で
安
全
確
認
を

目
視
で
行
い
、
テ
レ
グ
ラ
フ
や
舵
、

ス
ラ
ス
タ
ー
の
操
作
を
す
る
こ
と

は
な
く
、
岸
壁
か
ら
距
離
が
保
て

た
後
は
船
橋
中
央
の
モ
ニ
タ
ー
前

に
着
席
し
、
自
律
航
行
の
状
況
を

監
視
し
な
が
ら
出
港
し
た
。

　
そ
の
後
、遊
漁
船
や
横
切
り
船
、

追
い
越
し
船
な
ど
で
輻
輳
す
る
東

京
湾
か
ら
浦
賀
水
道
を
経
由
し
て

太
平
洋
に
出
て
、
一
路
、
仙
台
港

へ
向
か
っ
た
。

　
航
行
中
の
ト
ラ
ブ
ル
テ
ス
ト
は
、

陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
事
前
に

連
絡
を
行
わ
ず
、
本
船
の
圧
縮
空

気
の
圧
力
を
人
為
的
に
低
下
さ

せ
、
陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー
が
ト
ラ

ブ
ル
を
発
見
し
、
的
確
な
対
処
を

指
示
で
き
る
か
、
テ
ス
ト
を
実
施

し
た
。
圧
縮
空
気
の
圧
力
が
設
定

値
を
下
回
っ
た
後
、
陸
上
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
、
発
生
し
た
ト
ラ
ブ

ル
指
摘
と
対
処
方
法
が
本
船
機
関

部
に
指
示
さ
れ
、
本
船
と
陸
上
支

援
セ
ン
タ
ー
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
し
た
。

　
今
回
の
乗
船
視
察
で
は
、
自
動

運
航
船
に
よ
る
自
律
航
行
の
確
立

に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
と

感
じ
た
一
方
、
技
術
開
発
が
進
め

ば
、
安
全
性
の
向
上
や
船
員
労
務

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
、
船
員

と
い
う
職
業
が
今
以
上
に
魅
力
的

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
大
い
な

る
期
待
を
感
じ
る
視
察
と
な
っ
た
。

　
２
０
２
０
年
２
月
か
ら
日
本
財
団
が
推
進
し
て
い
る
無
人
運
航
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
２
０
４
０
」
は
、
第

２
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
し
、
７
月
10
日
に
４
隻
の
実
証
実
験
船
の
一
つ
、
内
航
コ
ン
テ
ナ
船
「
げ
ん
ぶ
」
に
国
土
交
通
省
海
事

局
と
海
員
組
合
が
合
同
で
乗
船
視
察
し
、
東
京
港
か
ら
仙
台
港
ま
で
の
実
証
実
験
を
視
察
・
検
証
し
た
。
乗
船
視
察
団
は

国
土
交
通
省
海
事
局
か
ら
４
人
、
本
組
合
か
ら
は
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
と
漢
那
太
作
総
合
政
策
部
長
、
佐
藤
哲
也
国
内

部
執
行
部
員
の
３
人
の
合
計
７
人
。
乗
船
視
察
中
は
人
間
が
操
船
に
介
入
す
る
こ
と
な
く
本
船
が
自
動
で
航
行
す
る
「
自

律
航
行
」
に
よ
っ
て
、
船
舶
輻
輳
海
域
で
あ
る
東
京
湾
内
の
航
行
を
視
察
し
た
ほ
か
、
本
船
側
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た

時
に
、
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー
が
認
識
し
対
処
で
き
る
の
か
、
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。

自
動
運
航
実
証
実
験
船

自
動
運
航
実
証
実
験
船「「
げ
ん
ぶ

げ
ん
ぶ
」」に
乗
船

に
乗
船
東
京
港
〜
仙
台
港

乗船視察団・左から渡邉雄太海事局海技課専門官、漢那太作総合政策部長、乗船視察団・左から渡邉雄太海事局海技課専門官、漢那太作総合政策部長、乗船視察団・左から渡邉雄太海事局海技課専門官、漢那太作総合政策部長、
藤江晋平海事局海技課海技企画官、後藤章文海事局船員政策課長、鈴木伸也海技課課長補佐、藤江晋平海事局海技課海技企画官、後藤章文海事局船員政策課長、鈴木伸也海技課課長補佐、藤江晋平海事局海技課海技企画官、後藤章文海事局船員政策課長、鈴木伸也海技課課長補佐、

田中伸一組合長代行田中伸一組合長代行田中伸一組合長代行

国土交通省と海員組合が合同で乗船視察国土交通省と海員組合が合同で乗船視察
無人運航船プロジェクト・ＭＥＧＵＲＩ２０４０無人運航船プロジェクト・ＭＥＧＵＲＩ２０４０無人運航船プロジェクト・ＭＥＧＵＲＩ２０４０

自動運航実証実験船「げんぶ」自動運航実証実験船「げんぶ」自動運航実証実験船「げんぶ」

船橋での説明船橋での説明船橋での説明

エンジンコントロールルームエンジンコントロールルームエンジンコントロールルーム

デジタルサイネージデジタルサイネージデジタルサイネージ

航海中のようす航海中のようす航海中のようす

東京湾を航行東京湾を航行東京湾を航行

げんぶカフェげんぶカフェげんぶカフェ
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無
人
運
航
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
２
０
４
０

　
こ
の
無
人
運
航
シ
ス
テ
ム
は
大

き
く
分
け
て
①
自
律
航
行
を
担

う
「
船
舶
」
②
陸
上
か
ら
船
舶
を

支
援
す
る
「
陸
上
支
援
」
③
通
信

回
線
と
情
報
管
理
制
御
等
を
担
う

「
通
信
（
衛
星
通
信
）」
の
３
つ
の

要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
航
行

中
の
船
舶
の
遠
隔
監
視
や
非
常
時

の
遠
隔
操
作
を
担
う
施
設
。
統
合

表
示
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
船
舶
上
の

情
報
や
陸
上
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
収
集
し
、
常
駐
す
る

実
現
し
た
乗
船
視
察
で
す
が
、
船

員
実
務
と
自
律
航
行
シ
ス
テ
ム
の

役
割
、
ま
た
陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー

の
課
題
な
ど
、
実
際
に
視
て
知
る

こ
と
で
、
理
解
が
深
ま
っ
た
と
思

い
ま
す
。
実
証
実
験
以
降
も
制
度

設
計
や
法
的
責
任
の
在
り
方
な

ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す

が
、
船
員
の
安
全
を
守
る
た
め

に
、
船
員
の
労
務
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
機
器
開
発
や
技
術
開
発

に
つ
い
て
は
、
そ
の
歩
み
を
止
め

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
は
同

じ
で
す
。

陸
上
船
長
と
陸
上
機
関
長
が
モ
ニ

タ
ー
の
情
報
確
認
し
な
が
ら
、
運

航
状
況
を
把
握
し
、
航
海
計
画
の

策
定
も
可
能
と
し
て
い
る
。

後
藤
章
文
国
土
交
通
省
海

事
局
船
員
政
策
課
長
・要
約

　
内
航
コ
ン
テ
ナ
船
「
げ
ん
ぶ
」

に
乗
船
し
て
の
視
察
は
、
実
際
に

船
員
の
仕
事
を
視
る
こ
と
が
で
き

た
上
に
、
陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
や
自
律
航
行
シ
ス
テ
ム
の
能

力
、
通
信
回
路
を
通
し
て
の
連
携

な
ど
、
深
い
部
分
ま
で
理
解
す
る

機
会
と
な
り
、
貴
重
な
検
証
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
船
員
や

船
舶
の
安
全
を
守
る
観
点
か
ら
、

船
員
の
航
海
当
直
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
自
律
航
行
支
援
シ
ス
テ

ム
な
ど
は
、
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
意

味
で
自
動
運
航
船
の
技
術
開
発
の

歩
み
は
進
め
て
い
く
べ
き
と
思
い

ま
す
。

田
中
伸
一
組
合
長
代
行
・要
約

　
国
土
交
通
省
の
ご
協
力
に
よ
り

無人運航船プロジェクト・ＭＥＧＵＲＩ２０４０無人運航船プロジェクト・ＭＥＧＵＲＩ２０４０無人運航船プロジェクト・ＭＥＧＵＲＩ２０４０

陸上支援センターでの機関部実証実験を視察中陸上支援センターでの機関部実証実験を視察中陸上支援センターでの機関部実証実験を視察中

「げんぶ」エンジンコントロールルームを視察「げんぶ」エンジンコントロールルームを視察「げんぶ」エンジンコントロールルームを視察

国
土
交
通
省・海
員
組
合
の
合
同
視
察
、こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る

国
土
交
通
省・海
員
組
合
の
合
同
視
察
、こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る

　
日
本
財
団
が
推
進
し
て
い
る
無
人
運
航
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｍ

Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
２
０
４
０
」
の
複
数
船
舶
を
遠
隔
で
航
行
支
援
す
る

「
陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
、
一
昨
年
の
７
月
に
、
古
野
電
気
本

社
内
に
構
築
さ
れ
、
船
舶
事
故
の
防
止
、
海
運
業
の
担
い
手
不

足
、
離
島
航
路
の
維
持
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
船
舶
に

よ
る
実
証
実
験
も
行
わ
れ
、
陸
上
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
機
関
部

実
証
実
験
を
は
じ
め
、
新
岡
山
港
と
小
豆
島
の
土
庄
港
を
結
ぶ

「
お
り
ん
ぴ
あ
ど
り
ー
む
せ
と
」
で
の
実
証
実
験
、
内
航
コ
ン
テ

ナ
船
「
げ
ん
ぶ
」
の
実
証
実
験
な
ど
を
国
土
交
通
省
海
事
局
と

海
員
組
合
は
合
同
で
視
察
し
て
き
た
。
今
回
は
実
証
実
験
船「
げ

ん
ぶ
」
に
一
緒
に
乗
船
視
察
し
た
国
土
交
通
省
海
事
局
の
後
藤
章

文
船
員
政
策
課
長
と
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
が
対
談
し
、
こ
れ

ま
で
の
視
察
と
検
証
を
振
り
返
っ
た
。

左から田中伸一組合長代行、 後藤章文 国土交通省海事局船員政策課長左から田中伸一組合長代行、 後藤章文 国土交通省海事局船員政策課長左から田中伸一組合長代行、 後藤章文 国土交通省海事局船員政策課長

実証実験船「げんぶ」実証実験船「げんぶ」実証実験船「げんぶ」

実証実験船「おりんぴあどりーむせと」実証実験船「おりんぴあどりーむせと」実証実験船「おりんぴあどりーむせと」

対談風景対談風景対談風景

仙台港に入港する「げんぶ」を視察仙台港に入港する「げんぶ」を視察仙台港に入港する「げんぶ」を視察

「おりんぴあどりーむせと」視察のようす「おりんぴあどりーむせと」視察のようす「おりんぴあどりーむせと」視察のようす

対談 自動運航船の未来自動運航船の未来
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当
日
は
９
時
に
受
付
を
開
始
、

本
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
親
子
や
家
族
が
集
ま
る
と
、
10

時
に
開
会
式
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
髙
橋
健
二
中
央

執
行
委
員
が
「
島
国
日
本
に
は
船

が
無
け
れ
ば
経
済
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。食
料
の
確
保
の
た
め
に
も
、

地
引
網
体
験
を
通
じ
て
、
魚
の
生

態
や
資
源
保
護
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
気
候
が
変
わ
り
魚
の
種

類
も
変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
十
分

に
気
を
付
け
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

熱
中
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
網
を
引
っ
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
後
、
執
行
部
か
ら
地
引
網
体

験
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
や
り
方

や
注
意
事
項
を
説
明
し
、
い
よ
い

よ
地
引
網
体
験
が
始
ま
っ
た
。

　
当
日
の
地
引
網
は
、
両
端
に

ロ
ー
プ
の
つ
い
た
網
を
あ
ら
か
じ

め
小
型
船
に
積
み
込
み
、
ロ
ー
プ

の
一
方
を
陸
側
に
渡
し
、
沖
合
に

半
円
を
描
く
よ
う
に
網
を
入
れ
た

後
、
も
う
一
方
の
ロ
ー
プ
を
陸
側

に
渡
し
て
、
網
を
均
等
に
保
ち
な

が
ら
子
ど
も
も
大
人
も
参
加
者
全

員
で
力
を
合
わ
せ
精
一
杯
引
っ
張

っ
た
。

　
網
が
波
打
ち
際
ま
で
引
き
寄
せ

ら
れ
る
と
、
ダ
ツ
・
ス
ズ
キ
・
マ

ゴ
チ
・
キ
ス
・
コ
ノ
シ
ロ
・
カ
ニ
・

ヒ
イ
ラ
ギ
・
フ
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
海
の
生
き
物
が
掛
か
っ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
歓
声
が
あ

が
っ
た
。

　
そ
の
後
は
、
網
に
掛
か
っ
た
魚

を
特
設
の
生
け
簀
（
プ
ー
ル
）
に

移
す
と
、
子
ど
も
た
ち
は
泳
ぐ
魚

に
興
味
を
示
し
、
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
観
察
し
、
魚
を
手
に
し
て
触

感
や
重
量
感
を
確
か
め
て
、
魚
と

の
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
だ
。

　
２
回
の
地
引
網
体
験
を
終
え
、

閉
会
式
を
行
い
、
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」

「
ま
た
や
り
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
希
望
す
る

参
加
者
に
魚
を
持
ち
帰
る
袋
が
渡

さ
れ
、
長
浜
海
岸
で
の
地
引
網
体

験
は
無
事
終
了
し
た
。

宮城県石巻市宮城県石巻市宮城県石巻市 長浜海岸長浜海岸長浜海岸

子どもたちが地引網を体験子どもたちが地引網を体験

　
７
月
20
日
、
宮
城
県
石
巻
市
の
長
浜
海
岸
で
、
子
ど
も
た
ち
に
地
引
網
漁
で
海
と
接
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
海
に
親
し
む
こ
と
で
海

に
関
心
を
持
ち
、
将
来
、
船
員
職
業
を
目
指
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
石
巻
湾
支
所
、
石
巻
市
漁
業
協
同
組
合
、

株
式
会
社
山
根
漁
業
部
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
本
組
合
主
催
の
「
地
引
網
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
、
近
隣
の
小
学
生
と
保
護
者
な

ど
２
８
５
人
が
参
加
し
た
。
長
浜
海
岸
は
石
巻
湾
に
面
し
た
遠
浅
の
美
し
い
砂
浜
で
、
魚
市
場
や
市
街
地
に
近
く
、
人
気
を
博
し
て
い

る
。
地
引
網
は
江
戸
時
代
に
全
盛
を
誇
っ
た
漁
法
で
、
潮
流
の
あ
ま
り
速
く
な
い
砂
浜
地
帯
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　
暑
い
日
射
し
の
晴
天
に
恵
ま
れ

た
７
月
22
日
、「
第
19
回
夏
休
み

伊
勢
湾
発
見
ツ
ア
ー
」
が
名
古
屋

港
で
開
催
さ
れ
、
一
般
公
募
で
当

選
し
た
小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族

77
組
（
２
３
５
人
）
が
、
伊
勢
湾

フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
「
伊
勢
丸
」

に
乗
船
し
、
中
部
国
際
空
港
付
近

を
周
遊
す
る
約
３
時
間
の
伊
勢
湾

遊
覧
を
楽
し
ん
だ
。

　
乗
船
セ
レ
モ
ニ
ー
は
太
平
洋
フ

ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
佐
藤
雄
亮
職

場
委
員
が
司
会
を
務
め
、
中
部
運

輸
局
海
事
振
興
部
か
ら
「
日
本
は

周
囲
を
海
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
伊

勢
湾
発
見
ツ
ア
ー
で
の
体
験
を
通

じ
て
、
良
い
思
い
出
を
作
り
、
海

や
船
に
親
し
み
を
も
っ
て
ほ
し
い
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
た
。

　
船
内
に
は
、手
旗
信
号
の
紹
介
、

救
命
胴
衣
の
着
用
指
導
、
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
。
中
で
も
ブ
リ
ッ
ジ
見
学
は
人

気
が
あ
り
、
普
段
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
船
橋
（
ブ
リ
ッ
ジ
）
で
、

乗
組
員
か
ら
船
舶
の
設
備
に
つ
い

て
直
接
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
体
験

に
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
、

熱
心
に
話
を
聞
い
た
。

　
航
行
中
の
「
伊
勢
丸
」
が
中
部

国
際
空
港
に
近
づ
き
針
路
を
変
え

る
と
、
第
４
管
区
海
上
保
安
本
部

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
本
船
上
空
を

周
遊
し
、
大
人
も
子
ど
も
も
大
興

奮
の
中
で
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

　
湾
内
遊
覧
を
終
え
て
名
古
屋
港

に
帰
港
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は

船
上
か
ら
ス
ム
ー
ズ
な
係
船
作
業

を
見
学
し
、
参
加
者
は
日
ご
ろ
体

験
で
き
な
い
洋
上
で
の
体
験
と
思

い
出
を
胸
に
帰
路
に
就
い
た
。

《
名
古
屋
支
＝
発
信
》

第19回

夏休み夏休み伊勢湾発見伊勢湾発見ツアーツアー
湾内遊覧で夏休みの思い出を作る

参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影参加者全員で記念撮影

伊勢丸伊勢丸伊勢丸

海上保安庁のヘリコプターの歓迎海上保安庁のヘリコプターの歓迎海上保安庁のヘリコプターの歓迎

名古屋港の港湾施設を学ぶ名古屋港の港湾施設を学ぶ名古屋港の港湾施設を学ぶ
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６
月
12
日
、
宮
城
県
仙
台
市
の

ハ
ー
ネ
ル
仙
台
の
会
場
で
、
第
10

回
東
北
地
区
船
員
就
職
支
援
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
、
船
員
養
成
教
育

機
関
か
ら
６
人
、
国
土
交
通
省
東

北
運
輸
局
か
ら
１
人
、
水
産
庁
か

ら
１
人
、
水
産
会
社
な
ど
の
関
係

者
28
人
、
本
組
合
か
ら
９
人
の
計

45
人
が
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
髙
橋
雅
幸
東
北
地
方

支
部
長
が
「
本
懇
談
会
は
第
10

回
目
を
迎
え
、
関
係
各
位
の
取
り

組
み
が
一
定
の
成
果
に
結
び
つ
く

事
例
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
少
子

化
に
よ
る
労
働
人
口
減
少
の
影
響

で
、
水
産
業
界
全
体
で
は
後
継
者

確
保
・
育
成
は
喫
緊
の
課
題
。
本

日
の
懇
談
会
が
後
継
者
の
確
保
・

育
成
・
定
着
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

忌
憚
の
な
い
意
見
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
国
土
交
通
省
東

北
運
輸
局
か
ら
東
北
管
内
の
船
員

活
用
す
る
事
例
も
増
え
て
い
る

会
社
側
の
主
な
意
見

▽
当
社
で
は
、
若
年
船
員
の
た
め

に
陸
上
休
暇
を
増
や
し
て
い
た

が
、
現
在
は
む
し
ろ
ベ
テ
ラ
ン
船

員
が
長
期
の
休
暇
を
喜
ん
で
お

り
、
若
年
船
員
の
ほ
う
が
お
金
を

稼
ぐ
た
め
に
早
く
出
漁
し
た
い
と

言
っ
て
い
る
状
況
も
あ
る

▽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
若
い
船
員
を
参
加
さ
せ
る

こ
と
で
、
学
生
が
情
報
に
触
れ
る

機
会
を
増
や
し
「
漁
船
に
乗
船
し

て
い
る
自
分
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
」
を
事
前
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
思
う

　
懇
談
会
は
、
若
者
の
船
員
職
業

選
択
に
向
け
た
課
題
や
後
継
者
確

保
・
育
成
と
定
着
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

共
通
理
解
を
深
め
て
終
了
し
た
。

《
東
北
地
方
支
部
＝
発
信
》

の
求
人
・
求
職
状
況
が
報
告
さ
れ
、

一
般
社
団
法
人
全
国
漁
業
就
業
者

確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
学

生
向
け
の
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実

施
状
況
と
生
徒
た
ち
の
感
想
や
意

見
が
報
告
さ
れ
た
。

船
員
養
成
教
育
機
関
の
意
見

▽
近
年
は
、
商
船
よ
り
漁
船
志
望

の
生
徒
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

船
員
の
収
入
や
、
海
技
免
状
が
取

得
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
か
を
、

気
に
す
る
生
徒
も
増
え
て
い
る

▽
就
職
し
た
後
に
、
事
前
の
イ
メ

ー
ジ
と
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
と
早

期
に
離
職
し
て
し
ま
う
の
で
、
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
求
人
票
で
は
、

好
ま
し
い
こ
と
だ
け
で
な
く
、
厳

し
い
こ
と
も
含
め
た
情
報
を
生
徒

た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
記
載
を

お
願
い
す
る

▽
商
船
会
社
か
ら
の
学
校
訪
問
が

増
え
て
き
て
い
る
。
情
報
提
供
の

手
段
で
は
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
を

第10回

東北地区船員就職支援東北地区船員就職支援
懇談会懇談会

クリーンアップ２０２６クリーンアップ２０２６
（那覇市・旭ヶ丘公園）（那覇市・旭ヶ丘公園）

海の日・関連イベント海の日・関連イベント海の日・関連イベント

海岸清掃で海岸清掃で
海の恩恵に感謝海の恩恵に感謝

釧路海の月間行事釧路海の月間行事釧路海の月間行事

海上航行安全祈願祭海上航行安全祈願祭
（北九州市・明石与次兵衛塔）（北九州市・明石与次兵衛塔）

　
７
月
３
日
、
梅
雨
の
蒸
し
暑
さ

が
残
る
中
、
関
門
橋
の
袂
に
あ
る

明
石
与
次
兵
衛
塔
に
行
政
機
関
を

は
じ
め
関
係
諸
団
体
と
関
係
各
社

か
ら
総
勢
48
人
が
参
列
し
、
海
上

航
行
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ

た
。

　
海
上
航
行
安
全
祈
願
祭
の
開
催

に
あ
た
り
、
主
催
者
を
代
表
し
浅

野
忠
行
九
州
関
門
地
方
支
部
長
が

「
こ
の
慰
霊
塔
は
１
５
９
２
年
に

豊
臣
秀
吉
が
乗
船
す
る
船
が
関
門

海
峡
入
口
で
座
礁
し
、
そ
の
責
任

を
と
り
自
刃
し
た
船
奉
行
「
明
石

与
次
兵
衛
」を
慰
霊
す
る
塔
で
す
。

　
豊
前
の
領
主
と
な
っ
た
「
細
川

忠
興
」が
与
次
兵
衛
の
死
を
悼
み
、

関
門
海
峡
を
往
来
す
る
船
舶
の
安

全
を
願
い
海
峡
の
岩
礁
に
建
立
さ

れ
、度
々
の
移
転
や
再
建
を
経
て
、

地
元
の
有
志
が
１
９
５
５
年
に
海

難
守
護
神
と
し
て
公
園
内
に
再
建

し
た
も
の
で
す
。

　
昨
年
の
海
難
事
故
隻
数
は
１
７

０
０
隻
を
超
え
、
依
然
多
く
の
海

難
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
海

難
事
故
の
撲
滅
は
船
員
の
生
命
、

船
舶
の
安
全
を
守
る
重
要
課
題
で

あ
り
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
海
難
事
故
の
撲
滅
お
よ
び
、

船
舶
の
航
行
安
全
を
願
い
、
恒
久

的
な
海
の
平
和
を
希
求
す
る
運

動
に
ま
い
進
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
参
加
者
を
代
表
し
、
北

九
州
市
門
司
区
区
長
岩
村
恭
代
氏

の
代
理
で
大
浦
太
九
馬
氏
、
門
司

海
上
保
安
部
部
長
稲
田
健
二
氏
の

代
理
で
山
口
昌
之
氏
か
ら
来
賓
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
和
布
刈
神
社
宮

司
の
御
祈
祷
と
、
参
列
者
の
玉
串

奉
奠
を
行
い
、
最
後
に
船
舶
の
安

全
・
港
の
発
展
を
参
列
者
全
員
で

祈
願
し
た
。

《
九
州
関
門
地
方
支
部
＝
発
信
》

　
７
月
17
日
、
那
覇
市
旭
ヶ
丘
公

園
の
「
海
鳴
り
の
像
」
周
辺
で
、

沖
縄
支
部
職
員
と
現
場
組
合
員
、

船
員
Ｏ
Ｂ
で
清
掃
活
動
と
草
刈
り

を
実
施
し
た
。

　
当
日
は
、
晴
天
で
日
差
し
が
強

い
た
め
、
熱
中
症
対
策
を
万
全
に

し
、
沖
縄
支
部
職
員
４
人
、
組
合

員
３
人
、
船
員
Ｏ
Ｂ
３
人
の
計
10

人
が
参
加
の
下
、
約
１
時
間
の
清

掃
活
動
を
行
っ
た
。
清
掃
後
は
、

戦
没
疎
開
船
の
慰
霊
碑
「
海
鳴
り

の
像
」
で
集
合
写
真
を
撮
影
し
終

了
し
た
。

　
８
月
15
日
の
終
戦
記
念
日
を

前
に
、
先
の
大
戦
で
悲
劇
に
見
舞

わ
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
気
持
ち
を

込
め
、
今
年
も
清
掃
活
動
が
実
施

で
き
た
こ
と
は
、
大
変
意
義
の
あ

る
活
動
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

来
年
以
降
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

《
沖
縄
支
部
＝
発
信
》

　
北
海
道
釧
路
市
で
は
本
格
的
な

夏
を
迎
え
た
７
月
１
日
、
こ
れ
ま

で
の
暑
い
時
期
を
上
回
る
異
例
の

気
温
25
度
の
快
晴
の
下
、
海
の
月

間
行
事
の
海
岸
清
掃
を
行
っ
た
。

　
釧
路
海
の
月
間
実
行
委
員
会
が

主
催
す
る
海
岸
清
掃
は
、
海
の
恩

恵
に
感
謝
す
る
も
の
で
、
毎
年
、

海
員
組
合
道
東
支
部
も
参
加
し
て

い
る
。

　
今
回
は
実
行
委
員
会
の
会
員
55

団
体
・
企
業
か
ら
、
約
１
５
０
人

が
参
加
し
て
海
岸
清
掃
を
行
っ
た
。

　
毎
年
の
海
岸
清
掃
の
効
果
で
、

海
岸
や
海
浜
の
ゴ
ミ
は
減
少
し
て

い
る
が
、
沖
か
ら
流
れ
着
く
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
な

ど
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

元
に
な
る
ゴ
ミ
の
割
合
が
多
く
、

空
き
缶
な
ど
も
含
め
、
約
４
０
０

キ
ロ
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
た
。

《
道
東
支
部
＝
発
信
》

浅野忠行九州関門地方支部長のあいさつ浅野忠行九州関門地方支部長のあいさつ浅野忠行九州関門地方支部長のあいさつ
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